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 2025年 1月に運用を開始した新システム Miyabi1は、NVIDIA社の GH200 Grace-Hopper 

Superchipを搭載した計算ノード 1120ノードからなる Miyabi-Gを主としたシステムで

す。東京大学情報基盤センターが運用してきたシステムはこれまで汎用 CPUを中心とした

ものであり、演算加速装置である GPUを中心としたシステムは、この Miyabiが初となり

ます。そこで課題となるユーザーアプリケーションの GPU移植を支援するため、GPU移植

に関する講習会を多数開催しています。2025年 2月 18日（火）に開催された第 241回お

試しアカウント付き並列プログラミング講習会「OpenMPで並列化された C++プログラムの

GPU移植手法」はこうした GPU移植支援活動の一環であり、本講習会ではマルチコア CPU

向けに OpenMPで並列化された C++プログラムの GPU環境への移植手法を学びました。本講

習会は Zoomおよび Slackを用いたオンライン講習会として実施され、Miyabi-Gを用いた

実習も行いました。 

 GPU向けのプログラミング手法としては、NVIDIA製 GPU向け専用言語の CUDA C++を用い

た実装、OpenACCや OpenMPなどの指示文ベースの手法、C++17で導入された標準言語規格

を利用しての GPU化などと複数の選択肢があり、それぞれに長所・短所があります。本講

習会は、こうした各手法の特徴や使い方を学ぶことで、ユーザーアプリケーションを GPU

移植する際にどの手法を用いるのが自分に適しているかを判断するための材料を提供する

ことを目的としています。また、今回は過去に Wisteria/BDEC-01 (Aquarius)を用いて開

催されてきた講習会を、Miyabiの運用開始を機に刷新しました。具体的には、Miyabi-G

に搭載されている NVIDIA GH200 Grace-Hopper Superchipや GPUの分割機能 Multi-

Instance GPU (MIG)などの Miyabiユーザ向けの情報や、GPU向け指示文統合マクロ

Solomon（Simple Off-LOading Macros Orchestrating multiple Notations）2の紹介を追

加しました。講習会の内容については、講習会のアンケートに記載いただいたコメント、

GPU移行相談会やミニキャンプにおける相談内容などを参考に継続的にアップデートして

いく予定です。 

本講習会は、東京大学内および学外における当センターのスーパーコンピュータの利用

 
1 https://www.cc.u-tokyo.ac.jp/supercomputer/miyabi/service/  
2 https://github.com/ymiki-repo/solomon 
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